
２０２５年度通常総会資料

日時 ２０２５年２月１５日（土）

場所 ＴＫＰ東京駅カンファレンスセンター
会員各位のご自宅等

一般社団法人札幌農学同窓会 東京支部



２０２５年度通常総会議事次第

１．開 会

２．理事長挨拶

３．議事録署名人の選出

４．審議事項

（１）第１号議案 ２０２４年度事業報告及び収支決算・監査報告

（２）第２号議案 ２０２５年度事業計画（案）及び収支予算（案）

（３）第３号議案 ２０２５年度東京支部役員・顧問（案）

（４）その他

５．報告事項

（１）会費納入状況（年度別、支部別）、東京支部納入率

（２）２０２５年度東京支部講演会について

日時：２０２５年２月１５日（土）１４時３０分～１５時４５分

場所：TKP東京駅カンファレンスセンター・カンファレンスルーム２A、

会員各位のご自宅等（Zoom接続）

講師：北海道大学大学院農学研究院准教授（植物育種学研究室）

小出 陽平 先生

演題：『リジェネラティブ農業システムの構築と新たな作物開発への挑戦』
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【第１号議案】
一般社団法人 札幌農学同窓会東京支部 2024年度事業報告

札幌農学同窓会東京支部として会員相互の交流及び知識の向上を図るため、2024年度におい
て以下の事業を実施した。

１．通常総会の開催
• 2024年2月17日（土）13時から、TKP東京駅カンファレンスセンター会議室において対面方

式での会議とオンライン（Zoom）会議を組み合わせて開催。2023年度の事業報告及び収支
決算報告、監査報告、2024年度の事業計画案及び収支予算案について審議を行った。

２．理事会の開催
• 2024年１月14日（日）、5月12日（日）、7月21日（日）、10月14日（月・祝日）、12月1日（日）の

計５回、何れもオンライン（Zoom）会議により、2024年度通常総会の議事事項の検討、講演
会等支部行事の運営、会員への情報提供、本部及び関係組織との連携、2025年度役員体
制等について審議を行った。

３．講演会等の開催
• 会員への情報提供、知識の向上等を目的として、以下の3回の講演会を何れも対面方式と

オンライン方式を組み合わせて開催した。
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① 第１回講演会
• 2月17日（土）、通常総会に引き続き、TKP東京駅カンファレンスセンター・カンファレンスルー

ム２Aにおいて、曾根輝雄先生（1992年北海道大学農学部農芸化学科卒、北海道大学大学
院農学研究院教授・同国際食資源学院長・北海道ワイン教育研究センター長）を講師として
講演会を開催した。

• 『地域のサステナビリティ向上のためのワイン教育研究』を演題として、北海道ワインの特性
と地域産業としての可能性、北海道教育研究センターの設立意義などについて紹介いただ
いた。

• 参加者は、会場参加45名、オンライン参加25名（登録者）であった。講演会後、講師を囲ん
で懇親会を開催した。

② 第２回講演会
• 8月3日（土）、ミウラ・ドルフィンズ セミナールーム（東京都渋谷区千駄ヶ谷）において、石崎

英治氏（2000年北海道大学農学部森林科学科卒、株式会社クイージ代表取締役、ＮＰＯ法
人伝統肉協会理事長、札幌農学同窓会東京支部理事）を講師として講演会を開催した。

• 『野生鳥獣を地域資源へ ジビエビジネスの立ち上げ』を演題として、野生鳥獣をジビエとし
て資源化し、安全/安心に提供する取組、地域活性化を目指して起業に至った経緯などを紹
介いただいた。

• 参加者は、会場参加27名、オンライン参加16名であった。講演会後、講師を囲んで懇親会を
開催した。
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③ 第３回講演会
• 10月25日（金）、学士会館（東京都千代田区神田神保町）において、河岡義裕先生（1978年

北海道大学獣医学部卒、国立国際医療研究センター国際ウイルス感染症研究センター長、
東京大学国際高等研究所新世代感染症センター機構長）を講師として、北大獣医学部同
窓会関東支部との共催で講演会を開催した。

• 『未来を守るためのエマージングウイルス研究』を演題として、私たちの健康に影響
を及ぼすエマージングウイルスやパンデミックを引き起こす可能性のあるウイルスについて
健康リスクの現状や将来の可能性などについて解説いただいた。

• 農学部関係の参加者は、対面12名、オンライン16名であった。講演会後、講師を囲んで懇
親会を開催した。

４．各種行事への支部代表の派遣
• 3月25日（月）の修了・卒業祝賀会に別所理事が出席し、東京支部代表として祝辞を述べた。

• 6月8日（土）に関西支部主催の「市民公開フォーラム」が大阪府堺市で開催され、山本理事
が参加した。

• 6月28日（金）及び29日（土）に本部主催の行事として役員・代議員集会、親睦園遊会、遠友
夏学校が開催され、櫻田理事長、別所理事、尾嶋理事、山本理事、溝口理事、松沢顧問が
参加した。

• 北大農学研究院主催の「札幌アルムニ・レクチャー」については、今年度の派遣依頼はな
かった。
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５．各委員会の活動
① 札幌農学校普及委員会
• 「札幌農学校」出版助成・普及頒布事業として、2022年度の増刷分を有効活用し、農学院

での「リーダーシップ学総論」の受講院生に一括配布したことに加え、北大本部及び校友
会エルムへの寄贈、修学旅行引率者、「新渡戸の夢」上映会での希望者、海外子女教育
関係者への提供等を行った。

• 農学部に進学する「新渡戸カレッジ」の学生および院生（合計約30名）を対象として、新渡
戸稲造の世界的な名著である「Bushido」、内村鑑三の「代表的日本人」「後世への最大遺
物」を寄贈した。

② 企画・交流委員会
• 支部活動の中核となっている会員間の相互交流及び知識の向上等を目的として講演会

等の活動の活性化に努め、講演会を３回開催（２月、８月、１０月）するとともに、講演会と
併せて、講師を囲んで懇親会を開催するなど、会員交流の深化に努めた。

• 講師及び講演テーマの選定においては、農学部との連携を図るとともに、夏の講演会に
ついては、若手会員の関心も考慮して実施した。併せて、夏の講演会後の懇親会につい
ては、新社会人応援企画と位置づけ、2020年3月以降の修了・卒業生については、低額
（5000円⇒2000円）で参加いただいた。

• 本部主催の園遊会・遠友夏学校や関西支部主催の市民公開フォーラム及び東京同窓会
主催のジンパ等の行事に参加し、組織間の連携・交流を図った。



③ 情報委員会
• 支部行事に多様な会員がより参加しやすいよう、通常総会及び講演会の開催に当たり、オ

ンライン方式を組み合わせた開催に努めた。

• 会員への情報発信の充実を図るため、東京同窓会情報処理委員会と連繋を図り、札幌農
学同窓会東京支部ホームページ、メールマガジンを活用するとともに、支部主催行事の参
加案内等の機会を活用して東京支部会員のメールアドレス登録数の拡大に努めた。その
際、本部からメールアドレスリストの情報提供を得て、オンラインでプッシュ型での案内に
努めた。

６．その他
① 会員名簿の整備への協力
• 東京支部会員について移動や消息が把握された都度、本部への情報提供を行い、「札幌

農学同窓会員名簿」の正確性の向上に協力した。

② 関係団体との連携
• 北大東京同窓会主催のジンパ等の行事に参加し、組織間の連携・交流を図った。

6



7

2024年度 一般会計収支決算（2024年1月1日～12月31日）
（単位：円）

2024年度予算額 2024年度決算額 備　　考

2,200,000 2,200,000 本部からの交付金

0 0

40 319

3,500,018 3,500,018

5,700,058 5,700,337

280,000 51,055

(1)消耗品費 50,000 3,249 名刺カード、テープ等

(2)通信運搬費 50,000 1,292 はがき代、宅配便

(3)外注費 70,000 24,024 講演テープ起こし

(4)会議費 80,000 5,780 会議室利用料（会計監査）

(5)雑費 30,000 16,710 「フロンティア」誌への広告賛助、振込手数料

3,280,000 1,194,554

(1)諸謝金 180,000 44,548 講演会等の講師謝礼

(2)資料作成印刷費 300,000 205,392 総会案内資料印刷、講演会資料印刷

(3)通信運搬費 500,000 260,299 総会案内はがき発送

(4)借料 600,000 172,160 総会及び講演会（2月、8月、11月）の会場費

(5)名簿関係費 200,000 0

(6)交通費 600,000 294,630 講師旅費、役員旅費・日当等

(7)出版・領布関係費 200,000 0 今年度は、前年度増刷分で対応

(8)英文Bushido等寄贈 200,000 0 今年度は、在庫分で対応

(9)オンライン化関係経費 500,000 217,525 ホームページ更新経費、オンライン会議運営経費等

6,000 0

3,566,000 1,245,609

2,134,058 4,454,728

３　予備費

支出合計

Ⅲ　当期収支差額

科目

Ⅰ　収入の部

Ⅱ　支出の部

１　交付金

２　寄付金

３　利息

４　前年度繰越

収入合計

１　事務諸費

２　事業活動費



8

2024年度 特別会計収支決算（2024年1月1日～12月31日）

（単位：円）

2024年度予算額 2024年度決算額 備　考

720,000 412,000

(1)通常総会 240,000 204,000 6000円×34名

(2)講演会 480,000 208,000

0 6

86,205 86,205

806,205 498,211

720,000 420,882

(1)通常総会 240,000 227,392 総会後の懇親会

(2)講演会 480,000 193,490 講演会後の懇親会（2回）

1,000 990

721,000 421,872

85,205 76,339

Ⅱ　支出の部

１　懇親会等経費

２　振込手数料

支出合計

Ⅲ　当期収支差額

5000円×24名、2000円×2名、

6000円×14名

収入合計

科目

Ⅰ　収入の部

１　懇親会等会費

２　利息

３　前年度繰越
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【第２号議案】

一般社団法人 札幌農学同窓会東京支部 2025年度事業計画（案）

札幌農学同窓会東京支部は会員相互の交流及び知識の向上を図るため、2025年度において
次の事業を行う。
１．通常総会の開催
• 2025年2月15日（土）14時00分から、ＴＫＰ東京駅カンファレンスセンターにおいて、対面方

式とオンライン（Zoom）方式を組み合わせて開催する。

２．理事会の開催
• オンライン方式での開催を基本としつつ、必要に応じて対面方式での開催も組み合わせ

て、概ね２ヶ月毎に適宜開催する。なお、第1回会合は、2024年1月19日に開催する。

３．講演会の開催
• 会員への情報提供の機会として、時宜に適したテーマによる講演会を積極的に実施する

こととし、第1回目を2月15日（土）に開催する通常総会の終了後に、北海道大学大学院農
学研究院小出陽平准教授（植物育種学研究室）を講師に招聘して開催する。

• さらに、前年度と同様、夏の講演会を開催するとともに、秋期には獣医学部同窓会関東支
部と共催で講演会を開催する。なお、今年度の獣医学部同窓会との共催講演会について
は、農学部側が講師の選定を行う。

• 講演会の開催方式については、会員の積極的な参加を喚起するため、対面方式とオンラ
イン方式を組み合わせて実施するとともに、講演会の開催に際しては、できるだけ懇親会
を併せて実施し、会員交流の促進に努める。
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４．新人歓迎会等の開催
• 東京地域に就職した今年の卒業生を対象に、新人歓迎会を6月に新規に開催する。な

お、日程については関西支部が開催する新人歓迎会と同日として卒業生への周知を図
る。

• そのほか、これまで「女性同窓生オンラインお茶会」、「会員交流サロン」など、オンライ
ンを活用した会員交流を進めてきているが、引き続き、相互交流機会の設置に努める。

５．各種行事への支部代表の派遣
• 3月下旬に予定されている修了・卒業祝賀会に、本部からの要請があれば、東京支部

代表を派遣する。

• 北大農学研究院主催の「札幌アルムニ・レクチャー」について、必要に応じて、東京支
部代表の派遣を検討する。

• 毎年6月に開催されている関西支部主催の「市民公開フォーラム」に役員を派遣し、支
部間の交流を図る。

６．各委員会の活動
① 札幌農学校普及委員会
• 「札幌農学校」出版助成・普及頒布事業として、学生・院生、大学関係者等を対象に本

書の配布、寄贈を行うとともに、今年度以降の普及事業に必要な部数を確保するため、
1000部増刷する。

• 農学部に進学する「新渡戸カレッジ」の学生および院生（合計約30名）を対象として、新
渡戸稲造の世界的な名著である「Bushido」、内村鑑三の「代表的日本人」「後世への最
大遺物」を寄贈する。
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② 企画・交流委員会
• 会員の相互交流、知識の向上に貢献できるよう、講演会等の企画及び講師の選定に努め

るとともに、支部活動の活性化に向けて、各種行事の機会を利用して、若手会員や女性会
員の参加を促していくことに加え、農学部の特色を生かした新規行事の企画を検討する。

• 本部や関係団体の主催行事への支部代表の派遣を通じて組織間の連携を図る。

③ 情報委員会
• 東京同窓会情報処理委員会と連繋を図り、札幌農学同窓会東京支部ホームページの充

実を図るとともに、会員への情報発信を拡充するため、各種行事のオンライン化・ハイブ
リッド化、メルマガの積極的配信等を進める。

• 東京支部会員のメールアドレス登録数の拡大を図るとともに、会員連絡方法の電子化に
必要な会員名簿整備のため、本部情報担当理事との連繋を強化する。

６．その他
• 東京支部会員の移動・消息情報の本部への連絡等を通じ、「札幌農学同窓会員名簿」の

正確性向上に協力する。
• 北大東京同窓会主催のジンパ（5月18日）等の行事に参加する等、各種関係団体との連携

を図る。
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2025年度 一般会計収支予算案（2025年1月1日～12月31日） （単位：円）

2024年度予算額 2024年度決算額 2025年度予算額 備　　考

Ⅰ　収入の部

１　交付金 2,200,000 2,200,000 2,200,000 本部からの交付金

２　寄付金 0 0 0

３　利息 40 319 300

４　前年度繰越 3,500,018 3,500,018 4,454,728

収入合計 5,700,058 5,700,337 6,655,028

Ⅱ　支出の部

１　事務諸費 280,000 51,055 480,000

(1)消耗品費 50,000 3,249 20,000

(2)通信運搬費 50,000 1,292 20,000

(3)外注費 70,000 24,024 50,000 テープ起こし費用等

(4)会議費 80,000 5,780 360,000 理事会・各委員会関係会合の会議室利用料等

(5)雑費 30,000 16,710 30,000 「フロンティア」誌への広告賛助、振込手数料等

２　事業活動費 3,280,000 1,194,554 3,580,000

(1)諸謝金 180,000 44,548 180,000 講師謝金等

(2)資料作成印刷費 300,000 205,392 200,000 講演会資料、新人歓迎会案内の印刷等

(3)通信運搬費 500,000 260,299 50,000 案内・資料の送付等

(4)借料 600,000 172,160 400,000 総会・講演会の会場費等

(5)名簿関係費 200,000 0 200,000 支部会員リストの整理等

(6)交通費 600,000 294,630 600,000 講師旅費、役員日額旅費等

(7)出版・領布関係費 200,000 0 1,250,000 「札幌農学校」の配布及び増刷（1000部）

(8)英文Bushido等寄贈 200,000 0 200,000 農学部に進学する新渡戸カレッジ学生等を対象に配布

(9)オンライン化関係経費 500,000 217,525 500,000 ホームページ更新経費、オンライン会議運営経費等

(10)会費等補助金 200,000 新人歓迎会経費の補助等（特別会計に繰り入れ）

３　予備費 6,000 0 6,000

支出合計 3,566,000 1,245,609 4,066,000

Ⅲ　当期収支差額 2,134,058 4,454,728 2,589,028

科　目



14

2025年度 特別会計収支予算案（2025年1月1日～12月31日）
（単位：円）

2024年度予算額 2024年度決算額 2025年度予算額 備　考

720,000 412,000 840,000

(1)通常総会 240,000 204,000 240,000 6000円×40名

(2)講演会 480,000 208,000 480,000 6000円×40名×2回

(3)新人歓迎会 120,000 6000円×20名

200,000

0 6 0

86,205 86,205 76,339

806,205 498,211 1,116,339

720,000 420,882 1,040,000

(1)通常総会 240,000 227,392 240,000 総会後の懇親会

(2)講演会 480,000 193,490 560,000 講演会後の懇親会（2回）

(3)新人歓迎会 240,000 新人歓迎会

1,000 990 1,000

721,000 421,872 1,041,000

85,205 76,339 75,339

Ⅱ　支出の部

１　懇親会等経費

２　振込手数料

支出合計

Ⅲ　当期収支差額

新人歓迎会（会費・会場費）等への

補助（一般会計から繰り入れ）

収入合計

科目

Ⅰ　収入の部

１　懇親会等会費

３　利息

４　前年度繰越

２　会費等補助金
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【第３号議案】 ２０２５年度東京支部役員・顧問（案）

氏　　名 学　科
在任
期間

備　考

1 理事長（支部長） 別所　智博 農芸化学 S56 1981 4 本部理事

2 副理事長（副支部長） 石崎　英治 森林科学 H12 2000 4 本部代議員

3 総務・会計委員長（事務局長） 岡本　浩明 農業経済 S60 1985 1 本部代議員

4 総務・会計委員会（会計） 榎　　 裕之 森林科学 H09 1997 7

5 総務・会計委員会（会計） 石井　貴史 森林科学 H26 2014 3

6 総務・会計委員会（事務局） 日向　潔美 森林科学 H20 2008 3

7 札幌農学校普及委員長 山口　智 森林科学 H11 1999 1

8 札幌農学校普及委員会 鈴木　雄太 農業経済 R2 2020 1

9 情報委員長 岩波　浩太 農業経済 H13 2001 1 本部代議員

10 情報委員会 水上　裕之 農芸化学 S54 1979 5

11 情報委員会 池谷　航 農業経済 R3 2021 1

12 企画・交流委員長 ブエ 真奈美 畜産 H5 1993 3 本部代議員

13 企画・交流委員会 松本　英之 生物資源 H8 1996 1

14 企画・交流委員会 関口　高士 林学 H02 1990 5

15 企画・交流委員会 今井　遼太郎 農業経済 H31 2021 1

1 山本　幸一 林産 S49 1974 1 前理事

2 尾嶋　好美 畜産 H05 1993 1 前理事・本部代議員

櫻田　　巧 農業経済 S58 1983 前理事長・本部代議員

坂倉　雅夫 農業工学 S48 1973 前監事

髙橋　　寛 農業工学 S62 1987 前理事・本部代議員

溝口　尚重 農学 H07 1995 前理事

顧問
(理事会参加）

監事

役　　職 卒　業　年

役
　
　

　
員

理
　
　

　
事
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（参考２） 会費納入状況
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小出 陽平（こいで ようへい）先生のプロフィール

略 歴

2003年 北海道大学農学部応用生命科学科卒業

2005年 北海道大学大学院農学研究科修士課程修了

2008年 北海道大学大学院農学研究科博士課程修了

2008年～2010年 国際稲研究所（フィリピン）

Visiting Research Fellow

2010年～2013年 国際農林水産業研究センター

日本学術振興会特別研究員

2013年 京都大学 白眉センター 特定助教

2016年 北海道大学大学院農学研究科 植物育種学研究室 助教

2017年～2018年 ジョンイネスセンター（英国） Visiting Collaborator

2021年 北海道大学大学院農学研究院 植物育種学研究室 准教授

専門分野 遺伝育種科学
研究活動 遺伝学と数理モデルによる新しい作物開発への挑戦

（植物育種学研究室ホームページより）

受 賞

2018年11月 日本農学進歩賞

2019年 3月 日本育種学会奨励賞
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• Ｊ-PEAKSは、文部科学省が2023年度に新設した事業であり、我が国全体の研究力
の発展をけん引する研究大学群の形成を目的とする。

• 地域の中核大学や研究の特定分野に強みを持つ大学が、その強みや特色のある研究
力を核とした戦略的経営の下、研究活動の国際展開や社会実装の加速等を実現する
ために必要な環境整備を支援する事業。

 地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

 北海道大学におけるJ-PEAKSの取組

• 北海道大学は、初年度採択の12大学の一つ。

• 農学・水産学・環境科学・生態学・生命科学研
究等の強みを結集し、国内最大規模のフィール
ドである北海道を活用して全学的に推進。

• リジェネラティブ（環境再生促進型）な持続的
食料生産システムの研究開発および社会実装を
目指し、海外大学や北海道内の参画機関との連
携強化により、研究力の向上と世界の課題解決
の双方を実現する。

• 農学部は、リジェネラティブ農業システムの構
築を担当し、小出先生は、そのプロジェクト・
リーダー。

参考・資料出所：独立行政法人日本学術振興会ホームページ


